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★
正
午
〜  

別
院
・
こ
と
の
は
・
ぎ
ゃ
ら
り
ぃ

住
職 

白
石
慈
恵
尼
の「
慈
言
」の
書
、展
覧
会

観
音
さ
ま
の
慈
し
み
の
言
葉
を
、木
の
葉
形
手
漉
き
和
紙
に
墨
書
さ
れ
た
展
覧
会
を
、随
時
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

★
正
午
〜  

本
堂

写
経
　
随
時
、写
経
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

★
午
後
三
時
〜  

千
体
観
音
堂(

本
堂
階
上
・
厨
子
内
宇
宙)

東
／
西
文
化…

…

夢
の
時
空
リ
ミ
ッ
ク
ス

『
長
安
の
ノ
イ
ズ
／
サ
ウ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
』

声
明
や
グ
レ
ゴ
リ
オ
聖
歌
、サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
、ペ
ル
シ
ア
語
、二
胡
や
市
の
物
売
の
喧
騒
が
飛
び
交
う

ク
ロ
ス・オ
ー
ヴ
ァ
ー
な
体
験
空
間
を
現
出

﹇
構
成
・
演
出
﹈ 

遠
藤
晶
美（
音
楽
監
督
）
﹇
二
胡
演
奏
﹈ 

吉
川
普
子

★
午
後
四
時
〜
四
時
三
〇
分  

本
堂

﹇
読
経
﹈ 

慈
恵
尼
、祐
佳
尼 

他
　﹇
法
話
﹈ 

慈
恵
尼（
住
職
）

★
午
後
四
時
四
〇
分
〜
五
時
二
〇
分  

本
堂

﹇
講
演
﹈ 『
モ
ダ
ニ
ス
ト
空
海
』

講
演
者
：
武
内
孝
善(

高
野
山
大
学
名
誉
教
授
。空
海
研
究
所
所
長
、空
海
学
会
会
長
、博
士〈
密
教
学
〉)

進
　
行
：
武
田
好
史(

文
筆
家
、ラ
ジ
オ・パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
、演
出
家)

関
連
企
画
●
翌
二
十
六
日(

木) 

午
後
四
時
〜
四
時
四
十
五
分

F
M
ラ
ジ
オ
番
組「Radio Labyrinthus

」 

＊
提
供
／
大
垣
書
店  

F
M
ラ
ジ
オ
カ
フ
ェ 79.7M

H
z

PO
D
CAST

ア
ー
カ
イ
ブU

RL  http://radiocafe.jp/201312002/…

に
出
演
。武
内
孝
善『
モ
ダ
ニ
ス
ト
空
海
、か
く
語
り
き…

』

★
午
後
五
時
二
〇
分
〜

ハ
ー
ブ
や
香
辛
料
入
ホ
ッ
ト・ワ
イ
ン
や
お
飲
み
も
の
で
お
か
ら
だ
を
温
め
な
が
ら
、

ゲ
ス
ト
の
先
生
、住
職
・
慈
恵
尼
、祐
佳
尼
を
囲
ん
で
の
質
疑
応
答…

…

親
睦
の
時
を
も
ち
ま
す
。

※

予
告
な
し
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
変
更
に
な
る
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
。

と
き
／
令
和
元
年(

二
〇
一
九)

十
二
月
二
十
五
日(

水)

と
こ
ろ
／
観
音
院(

真
言
宗
・
御
室
派
寺
院) 

嵯
峨
野
・
京
都

会
場
は
寺
院
本
堂
&
千
体
観
音
堂
で
す
が
、入
場
人
数
に
限
り
が
ご
ざ
い
ま
す
。

物
理
的
に
超
過
が
出
ま
し
た
ら
立
ち
見
ま
た
は
入
場
を
制
限
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

こ
と
を
ご
了
承
願
い
ま
す
。 

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は
裏
面
記
載
ま
で
。

空
海
研
究
の
第
一
人
者
、 

武
内
孝
善（
密
教
学
者
）が
語
る
。

か
ん
じ
ゃ
く

う
つ

こ
ん
こ
う

ち
ょ
う
あ
ん

十
二

二
十
五

国
際
人

モ
ダニス
ト
空
海

参
加
費
無
料

　
ク
リ
ス
マ
ス・デ
イ 

ち
ょ
う
ど
千
二
百
十
五
年
と
二
日
前
の
十
二
月
二
十
三
日
、弘
法
大
師
・
空
海
は
、東
西
世
界
を
超
え
た…

…

　時
は
奈
良
か
ら
、こ
こ
京
都(

平
安
京)

に
都
が
遷
さ
れ
た
初
期…

…

す
で
に
東
西
の
文
化
が
混
淆
す
る
世
界
最
大
の
国
際
都
市
、唐
の
都「
長
安
」に
留
学
し
た
若
き
天
才
僧
、空
海
。

長
安
入
は
十
二
月
二
十
三
日
、八
〇
四
年
の
こ
と
だ
っ
た
。い
ま
か
ら
ち
ょ
う
ど
千
二
百
十
五
年
前
の
こ
と
。

は
た
し
て
そ
の
と
き
空
海
の
瞳
に
映
っ
た
唐
の
都
と
は…

…
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う
つ

み
き

こ
ん
こ
う

ち
ょ
う
あ
ん

ち
ょ
う
ど
千
二
百
十
五
年
と
二
日
前
の
十
二
月
二
十
三
日
、弘
法
大
師
・
空
海
は
、東
西
世
界
を
超
え
た…
…

　時
は
奈
良
か
ら
、こ
こ
京
都(

平
安
京)

に
都
が
遷
さ
れ
た
初
期…

…

す
で
に
東
西
の
文
化
が
混
淆
す
る
世
界
最
大
の
国
際
都
市
、唐
の
都「
長
安
」に
留
学
し
た
若
き
天
才
僧
、空
海
。

長
安
入
は
十
二
月
二
十
三
日
、八
〇
四
年
の
こ
と
だ
っ
た
。い
ま
か
ら
ち
ょ
う
ど
千
二
百
十
五
年
前
の
こ
と
。

は
た
し
て
そ
の
と
き
空
海
の
瞳
に
映
っ
た
唐
の
都
と
は…

…

西
は
ペ
ル
シ
ャ
や
イ
ラ
ン
人
た
ち…

…

ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教(

拝
火
教)

、マニ
教
、イ
ス
ラ
ム
教
ば
か
り
で
は
な
い
、

な
ん
と
キ
リ
ス
ト
教
の
一
派
、ネ
ス
ト
リ
ウ
ス
派
の
建
物
ま
で
が
建
ち
な
ら
ん
で
い
た
。

あ
ら
ゆ
る
人
種
、さ
ま
ざ
ま
な
習
俗
、文
化
そ
し
て
、聴
い
た
こ
と
も
な
い
言
語
が
飛
び
交
う
な
か
、空
海
は
魔
法
の
鏡
の
よ
う
に
、そ
の
文
明
を
こ
と
ご
と
く
写
経
の
よ
う
に
写
し
と
っ
た
の
だ
っ
た…

…

。

イ
ン
ド
の
梵(

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト)

語
を
解
し
、密
教
の
正
式
な
法
を
身
に
つ
け
、日
本
へ
の
奇
跡
の
帰
還
を
果
た
し
た
の
で
し
た
。

こ
こ
京
都
に
、日
本
の
国
づ
く
り
の
幹
を
成
す
た
め
の
御
請
来
目
録(*

 2)

と
共
に
持
ち
帰
っ
た
の
で
す
。

空
海
さ
ん
の
日
本
へ
の
京
都
へ
の
帰
還
が
な
け
れ
ば
、お
そ
ら
く
い
ま
の
日
本
は
、日
本
史
は
な
かっ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
後
の
仏
教
は
多
様
化
し
て
い
き
ま
す
が
、そ
れ
も
こ
れ
も
空
海
宇
宙
の
大
き
さ
深
さ
ゆ
え
の
こ
と
で
す
。

そ
れ
は
東
西
文
化
の
違
い
こ
そ
あ
れ
、西
洋
文
化
に
お
け
る
イ
エ
ス・キ
リ
ス
ト
の
存
在
に
も
喩
え
ら
れ
ま
す
。

今
年
も
ま
も
な
く
一
年
を
終
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

世
界
は
西
も
東
も
な
い
の
で
す
。

キ
リ
ス
ト
／
空
海
を
透
し
て
、一
年
の
終
わ
り
に
そ
し
て
、令
和
の
は
じ
め
の
年
に〈
超
越
的
未
来
〉を
考
え
る
機
会
に
し
ま
せ
ん
か
？

　ゲ
ス
ト
講
師
に
は
、そ
の
空
海
研
究
第
一
人
者
、武
内
孝
善
先
生
、ま
た
ア
ン
ビ
エ
ン
ト
音
楽
の
感
性
、大
胆
で
繊
細
な
音
楽
監
督
、遠
藤
晶
美
氏
を
お
迎
え
し
て
お
届
け
し
ま
す
。

　観
音
院
が
一
年
の
締
め
く
く
り
に
お
届
け
す
る【
觀kan
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】奉
納
イ
ベ
ン
ト
へ
と
ご
招
待
い
た
し
ま
す
。

こ
の
機
に
ぜ
ひ
、嵯
峨
野
へ
と
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
ま
せ
。

　会場
と
な
る〈
観
音
院
〉は
、春
に
は
た
わ
わ
な
白
藤
で
覆
わ
れ
る
白
亜
の
近
代
的
伽
藍
で
す
。周
り
を
庭
園
が
め
ぐ
り
、
一
層
に
本
尊
仏「
准
胝
観
音
」立
像
、坐
像
を
備
え
た〈
本
堂
〉。

二
層
部
に
、巨
大
な
護
摩
木
を
組
み
合
わ
せ
た
白
木
構
造
体
に
輝
く
千
体
も
の
瑠
璃
観
音
立
像
が
重
層
し
て
並
列
す
る
、厨
子
内
宇
宙〈
千
体
観
音
堂
〉を
有
す
。

本
寺
院
は
尼
僧
寺
院
で
、白
石
慈
恵
尼
を
住
職
に
、祐
佳
尼
と
の
二
輪
が
金
剛
界
、胎
蔵
界
の
両
界
曼
陀
羅
を
回
し
ま
す
。

さ
ら
に
本
堂
向
か
い
に
は「
別
院
・
慈
恵
尼
庵
」。

や
は
り
、低
い
垣
根
越
し
に
伺
え
る
庭
園
を
め
ぐ
ら
し
、庵
内
に
は
、茶
室
や
、観
音
さ
ま
の
慈
し
み
の
言
葉「
慈
言
」を
し
た
た
め
た
木
の
葉
形
手
漉
き
紙
に
耀
く
ギ
ャ
ラ
リ
ィ「
こ
と
の
は
・
ぎ
ゃ
ら
り
ぃ
」が
備
え
て
あ
る
。

(*

1)

觀
音
樂(

カ
ン
ノ
ン
ラ
ク)

は
、観
音
院
で
捧
げ

ら
れ
る
祈
り
、荘
厳
の
音
楽
、芸
能
、講
演
な
ど
の

奉
納
全
般
の
こ
と
。す
で
に
奉
納
さ
れ
た
主
だ
っ

た〈
觀
音
樂
〉は
、イ
ン
デ
ィ
ア
ン・フ
ル
ー
ト
の
真
砂

秀
朗
と
、遠
藤
晶
美
に
よ
る
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
が

遥
か
南
米
の
イ
ン
デ
ィ
オ
の
地
へ
と
誘
っ
た
し
、ま

た
あ
る
と
き
は
、ド
イ
ツ
中
世
の
聖
女
ヒ
ル
デ
ガ
ル

ト
の
声
楽
が
春
原
恵
子
に
よ
り
響
き
わ
た
っ
た
。

(*

2)

御
請
来
目
録
と
は
、密
教
の
師
・
恵
果
和
尚

(

け
い
か
か
し
ょ
う)

か
ら
正
式
に
受
け
た
イ
ン
ド
直

伝
の
第
八
代
伝
法
者
と
な
り
、そ
の
際
に
授
か
り

日
本
に
持
ち
帰
っ
た
膨
大
な
経
典
や
品
々
の
こ
と
。
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